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旨
遠藤千胤（えんどうちたね）旧蔵資料については、明治時代前
期にお
ける歌学の一班をうかがい知ることの出来るものと
して、本誌四十二号でも報告をした。今回、先の報告では触れなかった資料について、①向陽会関係資料②千胤評歌合③千胤自筆紀行文という三点にわたり、資料翻刻と考察を行った。特に①では、明治天皇より京都在住華族に対してなされた歌道奨励の思召しにより、歌会・研究会（向陽会）が創設されたが、その創設に関わる経緯についてとりまとめている。②の千胤評歌合は、桂園派の流れを汲む千胤の歌学指導の一端を伺い知ること できる の紹介。③の紀行文は、明治初頭の動乱のなかでの紀行 明治八年の正倉院御物 展覧を見学に行
く際の歌群など、歌人たちの和文修練の具体例として提示し
た。明治前期のこう た資料はまだまだ十分に紹介されておらず、今後の めの基礎的研究としての報告である。
 － 202 －
  
 
遠藤千胤旧蔵歌学関連資料瞥見（山本） 
 － 203 －
 
はじめに
 
  
明治から昭和にかけて、連綿と続いた「邦光社歌会」に関して、以前、 「邦光社黎明期に関する基礎的研究―邦光社
歌会記―」と題し述べたことがある（本誌第四十二号掲載） 。その稿は、編輯に名を連ねた遠藤千胤旧蔵資料を調査したことが機縁となって執筆したものであったが、千胤旧蔵資料には、紀行文をはじめとして、他にも多くの自筆写本が残されており、その後も折に触れ、当館古典籍共同研究事業センターＤＢ係員 主なメンバーとして、くずし字の勉強会を兼ね 読み進めてきた。今般、そ 成果の一端を報告したい。
 
 
遠藤千胤については、遠藤家を訪問調査された兼清正徳氏によって「桂園派歌人遠藤千胤」と題した研究が備わる
（ 『桂園派歌壇の形成』桜楓社・昭和六十年四月刊、初出「洛味」第二七〇・二七一集、昭和五〇年三月・四月） 。氏の研究により、遠藤家に残された資料 あらましを伺い知ることが出来たものの、実際にその資料 確認するに至るものではなかった。その資料に再び光があ られたのは 平成二十七年「清興」書画・古書籍販売合同目録に「遠藤千胤旧蔵邦光社関係資料一括」とし 紹介されたことに拠る。資料群を点検するに、
   （
1）
兼清氏による概要紹介の内容と
一致する点などからみて、たしかに遠藤家旧蔵 断定
して良いように思われる。本資料群は、由来の明らかな資
料として貴重であるとともに 明治前期の一 人の手元に残された、当時 歌学や活動の有り様を伺い知ること できる写本群類として 価値を有する れらを翻刻し呈示
しておくことは明治期の歌壇研究を進める上でも意義ある
ことと考える。残された資料群より何点かを翻刻紹介を 、併せ 考察を試み と思う。
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「菊廼下葉」序草稿のことども
 
  
旧蔵資料のなかには、朱に印刷された片面十行の原稿用箋
に、朱筆で記された近藤芳介自筆の草稿（墨付二丁半）
が残されている。近藤芳介については邦光社の紹介においても指摘したが、近藤芳樹の養子となり、伏見稲荷大社宮司を勤めた人物である。初名は佐甲織之助・久棟、号は静居翁、周防山口生、足代弘訓に師事。明治三十一年
(一八九
八
)歿。芳介については、田畑善兵衛「近藤芳介翁について」 （ 「朱」十七号、伏見稲荷大社）に詳しい。いま、芳介の
草稿について触れ 兼清正徳氏の文章を参考までに掲げておく。
 
桂宮歌会歌集
 
明治一八年に桂宮歌会歌集が出版される運びとなった。桂会は、明治天皇の叡慮により、京都華
族に歌道奨励のために明治一一年頃から始められ、山本実政・宇田淵・村山松根・拝郷蓮茵・小出粲らが指導に当った。月次会のほかに研究会も持たれ、三条西乗禅・大橋長憙 尾崎宍夫と共に千胤もこれに加わった。
 
 
明治一八年一一月に近藤芳樹
マ
マ
は桂宮歌会歌集に序を付して、その中で、 「遠藤千胤などこの道にあつき人々をも
つらならしめ給ひ、すべて桂宮 てなど行はれける。 」を誌していて、当時にあっては千胤は既に一流歌人の列に互していることがわかる。 道研鑽の労はようやく花咲き実を結ぼうとし いる。 （ 「桂園派歌人遠藤千胤」 ）
 
旧蔵資料に残された、この記述のもととなった序文草稿を翻字したうえで、すこし検討を加えたい。
 
《序文草稿翻刻》
 
桂宮の歌会は。京都華族のかた〴〵を限りたる会なりけり。そも〳〵の会のおこれるはじめ。またこの集のなれるゆゑよしはいかにといふに。明治のはじめ。いまだ世の
中おだひならざりしほど。人皆ますらをさびて。万の
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みやびわざはさらにもいはず。皇国風のむねとある。歌まなびをさへ。めゝしきものにおもひなして。かりそめにもかな文字の書は 手にだにふれぬ勢ひなるからに。おのづからやごとなきわたりにてもうとまれて。 あはれかの。 さゞれ石の巖と らむよろこび 引かへて。飛鳥川の瀬になるうらみも聞えぬべき世のあ さまなるを。かけまくもしこきすへらぎの大御心に。ふかくなげかせ給ひて。いにし明治の十一年ば り。京都華族 た〴〵に。歌学びせよと。うち〳〵の仰ごとありて。山本実政卿 。其事 擔
はしめ給ひ。 かつ宇田淵君にも。 賛けなすべく仰せおきて
させたまへり。 実政卿かしこまりて （宇田君にはかり。 ）
村山松根。拝郷蓮茵の両翁を教師に撰び。はじめてこの会をひらかれたるになむ。しかるに実政卿は。召されて東京へのぼらるゝによりて。宇田君もはら掌らるゝ事とはなりにたり。ま 村山翁はなき人の数に入り。拝郷翁は八十に近きよはひなるをも いなみてしぞかれぬ。その後教師 は。文学御用掛 る 小出粲君をもて 宮内省よりさし遣はされ かつおほなけれど。おのれをも其しりにつらならしめ給へりけり。又月次会 外 。研究会といふ事をも開かれて 此会には。三条西乗禅。大橋長憙 尾﨑宍夫。遠藤千胤など。 〔頭注
 
植松有恒〕こ
の道にあつき人々 つらな しめ給ひ。 すべて桂宮 てなむ行 れける。 然あるのみにあらず をりにふれて。高崎正風君をはじめ。侍従の た〴〵もて しば〳〵せちにせめさせ給ひ。あるは臨時に題賜は て。歌奉らめ給ひなど。菅のねのいとね ごろ る 大御心 らびのほど。あ しこ ほざりにおも 過すべきわざ ら
近藤芳介筆序文草稿 
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めやはと。会員の諸君。おのも〳〵つとめはげまるゝまゝに。やゝそのしるしも歌はるゝばかりなるは。此道にとりてこよなきよろこびにこそ。かくて年月をふる に〳〵。濵の真砂の数多くつ りぬ が中に。あはれとおもふしらべ。をかしと見ゆる言の葉をつみ出て。すり巻となして 廣く世の風流士たちにもしめしなば やがてふかき大御おもむけの かたじけなさをもうかがひ知りて。おのづからこ 道 。助けともな なむかしと 宇田君こたびおもひお して 小出君にあとらへて。えらばしめられたるなりけり。さてこの稿を。小出君よりおのれにしめされたるを。一わたり見侍り るに。玉の中に石もまじれるこ ちせられて。芳介等が。えせ歌をさへ載ら たるに。小出君みづから を載られぬこそ いとほいなきわざなりけれ。い しへより。勅撰集はさらにもいはず。近き世 これえらび出せる。わたくし 歌集。 な撰者の哥をも せたれば などかははゞかることのあるべきと。宇田君にはか 小 君にこひて。十首ばかりをかきそへ侍 に む
 
 
 
 
明治十まり八とせといふ年の十一月
 
 
 
 
 
 
 
 
近藤芳介誌
 
 
この序文草稿に従えば、明治十一（一八七八）年頃に明治天皇より京都在住華族に対し歌道奨励の思召しがあった
ことになる。ちなみに『明治天皇紀』第四・明治十二年十
一月十日条に、その後の経緯を含め記した文章が残されて
おり、併せて確認する必要があろう。
 
曩に天皇、京都在住華族に宮中月次御題を賜ひて詠進せし られしが、更に其の歌道上達 誘掖したまはんとの叡慮あり。仍りて宮内卿徳大寺実則に内勅を下 、彼等を
して旧来の家伝・秘事を廃し、風調正しく語格・仮名
遣等に熟達せる師に就きて修業せしむべきこと、及び其の費用に充 んが め 是 月より三箇年間毎月御手許金三十円を賜ふべき旨を命じたまふ。又去月右大臣岩倉具
視を京都に遣はしたまふに方り、宮内卿をして其の旨
を具視に内示せしめたまふ。是の日実則、華族第六部長山
本実政に内勅を伝へ、宮内省御用掛宇田淵と倶に誘導
遠藤千胤旧蔵歌学関連資料瞥見（山本） 
 － 207 －
勧奨に力めしむ。又其の教師として、高樹院前住職拝郷蓮茵、並びに村山松根若しくは渡忠秋を聘すべきことを実政に命じ、且歌道に限らず、詩・文章を講習せんとする者あらば、同じく其の志望を達せしむべきことを以てす。是の月二十四日始めて蓮茵・松根を聘して当座歌会を催す。会する者四十余人あり。
 
序文草稿にも同様に「実政卿かしこまりて（宇田君にはかり。 ）村山松根。拝郷蓮茵の両翁を教師に撰び。はじめてこの会をひらかれたるになむ」とあり、当初は拝郷蓮茵・村
山松根を教師とし、山本実政・宇田淵などとともに毎月の
「当座歌会」が催されていたことになる。草稿に従えば、
その後、山本実政が東京へ、松根が亡くなり、蓮茵の老齢
による辞去を経て、歌会の教師 小出粲が宮内省よ 派遣され、この序文草稿を記した近藤芳介も新たに加わったことになろうか。
 
 
草稿で注目したいのは「月次会の外に研究会といふ事をも開かれて、此会には三条西乗禅・大橋長憙・尾﨑宍夫・
遠藤千胤など〔頭注
 
植松有恒〕 、この道にあつき人々をもつらならしめ給ひ、すべて桂宮にてなむ行はれける」と指
摘される点である。本資料 旧蔵者千胤と芳介との関係が伺える記述であるととも 、ここに言う「研究会」についても「予て在京華族の歌道奨励 思召を以て、今出川後門内桂宮御建物の一部を研究所として貸与あり、向陽 なる一団体を設け、御歌所に於て之れを監督せる」と記した明治三十四（一九〇一）年五月二〇日付朝日新聞朝刊記事「京都の歌道」 踏まえ ならば、芳介、千胤などが桂宮建物一部を貸与された団体「向陽会」にて歌道教導 携わっていたことが判明する。なお、この向陽会について、纏まって記され もの 恒川平一『御歌所の研究』 （昭和十四〔一九三九〕年刊）がある。
 
東京の興風会に対し、京都在住華族に対し、明治二十年四月に創立せられたもので、共 今日に及んで居る。創立の際は山階宮晃親王殿下が、祭主の宮として京都に御在住あらせられし為、親しく会長にあた せられ、主殿
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寮出張所長宇田淵翁が師範であつた。 （略）
 
「明治二十年」とあるのは十二年の誤植。会に尽力した宇田淵亡きあとの「向陽会」で高崎正風が講演した記録である『高崎正風演説筆記』 （明治三十四〔一九〇一〕年、国会図書館蔵
DOI：
10.11501/899457）では、明治十二（一八
七九）年から同会が始まり、当時より「御歌所」から交代
で歌人を派出して指導に当たったことが述べられている。
参考までに任意に句読点を付し 一部引用しておく。
 
折柄西南の戦争後、世の中が紛乱して居つた場合 したから、愈々此歌会がおこり、桂宮の御殿で催すことに決り、御歌所から世話をすると云ふ事になつたのは明治十二年であつたかと思ひます。 （中略）乃で御歌所から人を撰んで出張する事に成つて数年 間、始終御歌所 人を交る々々派出して教授させて居つた。すると十数年を経て後、聖上の 沙汰に「最早京都華族の歌も大分進んだ様であ からして 何時迄も伝母を付けて置くやうにして当方から往つて居ては遂 独立する時節が無からふからして、これ 御歌所も人を出すことは止めたら宜からうと思ふが 正風 見込 どうだ」と云ふ御尋ねが有ま
して、恰好私と御同感に存じましたから、上の思召し
めし通り派出員を止る事に成り、其代に教師を此京都
で人撰する事になつた。其頃村山松根、拜郷蓮茵、近藤芳
介の三人が有名であつたからして、宇田氏と相談して其人達を頼む事に致した。爾うして宇田翁会員と協議し、侍従長・御歌所長へも相談の上、向陽会と名を付け 山
階の老宮が其会の長とお成りなされ、而うしてずつと
続いて居る内に、村山が死亡し 続い 拜郷が亡くなり、其れで近藤一人に成つた。所が一人では老躰な 々々難義であるからして 則武、尾崎、須川の三人を其手助けとして、助教授と申す姿で歌の世話をする事になり、近藤氏が之れが上に居つて評の可否を決して詠進すること た。
 
明治期における歌会を巡る研究が、まだ十分に進んでいな
いこともあって、どの資料に基づいているか、その信頼度
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は如何、といった点が不明瞭であることも少なくない。この『高崎正風演説筆記』にしても講演の口述筆記ということもあって誤認に基づく発言（ 「十数年を経て後」と った記述）もそのままとなっており、複数 資料に基づき事実認定をしてかかる必要があろう。いずれにせよ、できるだけ原典資料から引用し呈示しておくことが基礎的研究として重要である。
 
 
この向陽会ならびに付随する研究会に関わる資料は、現在、宮内公文書館に「研究会録」として所蔵されている。
平成二十六年秋に明治神宮文化館宝物展示室で開催された展覧「宮中の和歌
 
明治天皇の時代」 （宮内庁宮内公文書
館・明治神宮共催）の図録解説（豊田恵子氏執筆）に拠 ば、在京都華族 歌会に出詠された短冊などが「宮中月次並京都華族等詠進」資料 中に個人別にまとめられているとのこと。また「研究 録」も同じく明治十三年九月から同二十七年までが収められており、こうした資料に基づく調査 、今後の一層実体の解明が可能となろう。た え
ば明治三〇（一八九七）年九月七日付朝日新聞朝刊には「歌合古儀の復古」と題した記載がある。 「往昔宮中に於て盛んに行はせられし歌合は（中略）維新以来は時世の変遷につれ一時絶えしは遺憾なりとて常に畏き邊りより歌道の御奨励を蒙りつゝある京都の向陽会にては曩 点取互選を復古し次で又古儀の歌合を再興することと 」とあり、向陽会の果た た点取互選や古儀の歌合の再興 いった試みも、短冊や歌会録等からより具体的に明らかにな だろう。
 
 
さて、再び序文草稿の検討に戻る。向陽会に関わるものと判
菊廼下葉版本袋 
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明し、いくつか絞り込むなかで、本資料は『幾久能志太播（菊廼下葉） 』の近藤芳介序文の
    （
2）
草稿と判明した。
両者本文を比較するに、草稿冒頭の「桂宮の歌会 」が「これの向陽社の歌会は」へ変更され、草稿文中の「おのづからやごとなきわたりにてもうとまれてあはれかのさゞれ石の巖とならむよろこびには引かへて飛鳥川の瀬になるうらみも聞えぬべき世のありさまなるを」といった表現 カットされたこと、 『幾久能志太播（菊廼下葉） 』序文末尾の「かくて 集を菊の下葉としも名づけられたるは上にいへるゆゑよしどもをほかに匂はせたるならむかし／しら菊 花 う 露ちりて下葉 千代の香にゝほひつゝ」といった表現が追加され いるのが大きく異な 点であ 。そうした修正が「明治十まり九とせといふ年 四月」になさたとして、両者が概ね同様の本文を有す ことをみても、旧蔵資料の草稿をもとに、完成した序文を近藤芳
介が記したとして宜しかろう。近藤芳介本人の完成原稿は、
そのまま版木に貼り込み彫られたため、原稿そのものは
残りようがないが、その元となった下書き草稿が、出版に
尽力した遠藤千胤に譲られた（残された）ものと想定でき菊廼下葉版本序文 
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る。序文に拠れば、向陽会での歌会などを重ね、 「濵の真砂の数多くつもりぬるが中に、あはれとおもふしらべ、をかしと見ゆる言の葉をつみ出て、すり巻と」しようと宇田淵が発案し、 「小出君にあとらへてえらばしめられたるなりけり」とあ ように、小出粲が撰歌にあたったことになり 粲跋文や
    （
2）
刊記からもそのことが確認しうる。しかし、この
『幾久能志太播（菊廼下 ） 』編輯 おいても、遠藤千胤が何らか 形で関与していたようだ。その旧蔵書類のなかには「菊下葉集歌人名簿」があり、歌集末尾 付される の多い名簿など 原稿も千胤の手許 残っている。版本本文で 、官位と名のみが記されているため、こうし ものもよき資料となろう。以下、 「／」は任意に付し、 （
 
）内
は山本 修正を加えた数値。末尾の「正五位
 
宇田淵」以下が向陽会を指導する立
場にあった歴代人物と目され、遠
藤千胤の名前も最後に掲げられている。なお、版本では「正二位（飛鳥井）雅典」 「正（従）三位（梅渓）通善」が加わる。
 
《翻刻》
 
菊下葉集歌人名簿
 
正二位
 
中院通富／正二位
 
冷泉為理／正二位
 
清水谷公正／従二位
 
石野基安／従二位
 
三室戸陳光／従二位
 
三室戸雄光／正三位
 
梅濱通善／正三位
 
堀川親賀／正三位
 
飛鳥井雅望／正三位
 
倉橋泰聴／正三位
 
梅園実
紀／正三位
 
山科言縄／正三位
 
清岡長説／従三位
 
園基祥／従三位
 
愛宕通致／従三位
 
東園基敬／従三位
 
高丘 季／従三位
 
町尻量衡／従三位
 
山本実政／従三位
 
油小路隆晃／従三位
 
倉橋泰顕／従三位
 
大谷光尊
／従三位
 
大谷光勝／正四位
 
梅濱通治／正四位
 
油小路隆菫／正四位
 
高野保建／従四位
 
三室戸和光／従四
位
 
西大路隆脩／従四位
 
平松時厚／従四位
 
西洞院信愛／従四位
 
冷泉為紀／従四位
 
植松雅徳／従四位
 
花
園実延／従四位
 
清岡長延／従四位
 
梅園実静／従四位
 
中園実受／正五位
 
山本実庸／正五位
 
三室戸治光／
従五位
 
桒原輔長／正五位
 
京極高冨／従五位
 
東久世通章／従五位
 
梅園実師／従五位
 
山科言綏／従五位
 
日野西光善／従五位
 
押少路師成／従五位
 
津守国美／従五位
 
中川興長／従五位
 
粟田定孝／従五位
 
松園尚
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嘉／従五位
 
若王寺遠文／従五位
 
梶野行篤／従五位
 
藤枝雅之／従五位
 
玉松真幸／従五位
 
穂撲優香／正五
位
 
宇田淵／正七位
 
村山松根／正七位
 
近藤芳介／三條西乗禅／拝郷蓮茵／小出粲／大橋長憙／植松有経／香
川景敏／尾崎宍夫／遠藤千胤
 
 
 
六十四（六十七）人
 
春歌七十首
 
夏歌五十四首
 
秋歌八十三（八十二）首
 
冬歌六十七（六十八）首
 
雑歌八十三首
 
三百五拾六（三百五拾七）首
 
 
丁数五十七（五十八）丁
 
 
千胤判「十六番歌結」
 
  
遠藤千胤旧蔵資料のうち、千胤の歌学指導の一端を伺い知ることのできるのが『十六番歌結』一冊（写本・墨付十
八丁）である。 「歌結」と題する歌合資料は、文化十二（一八一五）年跋刊『六十四番歌結』をはじめとして、その多くが桂園派関係で残されている。千胤が渡忠秋・春日潜庵
門人であることは、兼清正徳「桂園派歌人遠藤千胤」に詳
しく述べられており、本資料においても「しらべ」といった評語も多く確認できる。近藤芳介により「この道にあつき人々」の一人と位置づけられていた遠藤 のこの歌結の詠者については、本文中では、名前のみの記載であり、千胤旧蔵資料「社員仮名簿
 
邦光社」をもとに確認するに、西田輔兼（御幸町姉小路下ル
 
西田輔兼
 
清左衛門） ・岡
村直温（油小路三條上ル
 
岡村直温
 
五兵衛） ・山田良金（下立売葭屋町西入
 
山田良金
 
平兵衛） ・小森隆吉（富小
路姉小路上ル
 
小森隆吉） ・腰山重剛（間之町魚ノ棚下ル
 
腰山重剛） ・中川長雄（六角油小路西入
 
中川長雄）は確
認できた。残る「義弘」 「方剛」は未詳。他の人物が京都在住であり、恐らく千胤周縁の京都在住の人物であろう。以下、翻字を示しておく（任意に濁点等を付した） 。
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《資料翻刻》
 
十六番歌結
 
壱番
 
 
行道霞
 
左勝
 
 
 
 
義弘
 
〽朝づく日かすみわたりて玉鉾の道ゆく人の袖も匂へり
 
右
 
 
 
 
 
重剛
 
〽行末もすぎこし方もみえざれば霞の中にわれは成にき
 
左
 
朝づく日の影ほの〴〵と霞のうちにさしわたりて道行人の袖も匂へるさま誠に春の姿にていみじうよみ出
られたるはのどかにも承り侍れ
 
右
 
行末も過こしかたも見えぬまで立こめたる霞のうちに我は成にきといひすゑたるにちからありて聞え侍れ
ど猶左のかたのうらゝかなるしらべにはおとれりと申べし
 
弐番
 
 
餘寒雪
 
左
 
 
 
 
 
直温
 
〽大方は梅のさかりとなるものをまだ空さえて雪の降ける
 
右勝
 
 
 
 
良金
 
〽ひえの山のこりの雪を吹おろす朝かむ寒し白川の里
 
左
 
なべては梅のさかりなるにさえかへりたる空打く り
雪のちりほひ春ともしらぬが餘寒のならひとや申侍
らん
 
右
 
ひえの山ちかき白川 里あたり身 しむばか な 餘
寒のさま尋此うしろのけしきにてみるがごとく覚え
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侍れど風にのみちからいりて雪のかたうすく成行たるは口をしき心ちし侍れど左のおほとけたるにはおしかへして立勝れりと申べし
 
参番
 
 
橋辺柳
 
左勝
 
 
 
 
輔兼
 
〽春柳の糸にひかれて橋のうへをわたるとなしに過にけるかな
 
右
 
 
 
 
 
長雄
 
〽川橋を今にも風や渡るらんつゝみの柳うち靡くみゆ
 
左はこともなくさら〳〵とよみ出ら たるうちにおのづからうるはしき柳に心ひかれて危かりし橋のうへをもうち忘れてわたりはてしも餘韻に匂ひてよみ人もしらぬさかひなるべし
 
右ははしをといふ一句つまりておだやかな ず春風 吹わたるをはしの縁によりてこと〴〵しくよみ出られたるもてがらあり も見え侍らずつゝみの柳川むかひのうるは き糸に より合せがたくなん
 
四番
 
 
山家梅
 
左
 
 
 
 
 
方剛
 
〽杣人のすめる軒端の梅花おのがまに〳〵咲匂ふなり
 
右勝
 
 
 
 
隆吉
 
〽何くまで咲つゞくらん山里 のたえまは家居なりけり
 
右
 
いづくまで咲つゞくらんとみわたしがたきまでになれる数万株の梅花の中に所々わらやなどありてもろこ
しの画にもうつし出たらん山里のけしきまのあたりに見えてろなう勝なるべし
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左は右の絶景なるに見所なき杣人の軒ばの梅匂ひおよびがたしと申てん
 
五番
 
 
浦春月
 
左
 
 
 
 
 
義弘
 
〽浜ゆふの百重かすみて春夜の月面白き三熊野の浦
 
右勝
 
 
 
 
隆吉
 
〽おしてるや浪花 うらの浦浪の霞にやどる春夜の月
 
此浜ゆふの百重といふことは柿本朝臣が「みくまのゝうら
のはまゆふもゝへなす心はもへどたゞに逢ぬかも」
と初て序によみ出給ひしよりおほくつかひ来れ ものから浜ゆふ 百重霞みてと冠辞のやうにかぶらせるは例も聞侍らず「真熊野のうらの浜ゆふうら若みまだ一重なる初霞哉」と桂園翁 よみ給ひしはめづらしくめでたき歌也
 
右霞にやどる春夜月といひすゑられたるに暮るもくもると晃親卿 給ひしにもをさ〳〵おとらぬ姿と申侍 ん三熊野難波いづれもおもしろきあたりにて三熊野もな しからぬ はあ ざめれど見馴たる難波のうらに心とゞまり侍りぬべし
 
六番
 
 
帰雁遙
 
左持
 
 
 
 
方剛
 
〽ひとつらのなかはかすみて久かたの雲ゐはるかに雁かへる也
 
右
 
 
 
 
 
重剛
 
〽帰る雁晴たる空に消へ行 あまり遙になればなりけり
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一つらのなかば霞みてなど餘情ありとも覚え侍らず又晴たる空にきえゆくらん幽なる影おなじつらに見わたされていづれも大空のとりとめがたき雁の行へたゞおぼろ〳〵としてさだかには見わきがたかりけらし
 
七番
 
 
遠見花
 
左
 
 
 
 
 
輔兼
 
〽咲花をおもふこゝろは遠山の霞とゝもにかゝりける哉
 
右勝
 
 
 
 
良金
 
〽足曳の遠山ざくら夕日さす雲の色にはまがはざりけり
 
左
 
いつしかと待わたりし花の匂ひ出たらん遠山を思ひやりておのが心も身にそはずなりゆくはいたくも花を
めぐる真心を打出られたる心のうちきはめてゆ しく聞なされていかでたゞに見過すべきわざならねど凡てものを思ふといふことは心のうちに み在て外には顕れぬはか きわざ也みな いふとは違ひ侍らん
 
右
 
今まで立まがひたる山のはのしら雲は夕日の影にさながら紅となれるに花 色のみ鮮 みゆめる遠山のけ
しき手にとるまでによみ出られし意詞優 して立あが
りたる高きしらべ誠にまがふかたなき勝と申てん
 
八番
 
 
惜落花
 
左勝
 
 
 
 
直温
 
〽皆人の惜むこゝろをしらずしておのがまに〳〵ちる桜哉
 
右
 
 
 
 
 
長雄
 
〽まゝならばさそふ嵐を我袖につゝみて花はちらさじ物を
 
右
 
いかに花をなじまんとてかねては花のためつらしと思ひしあらしなるを袖につゝま といふもにげなきわ
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ざならんに初五文字まゝならばとは俗言にちかく聞え侍るにや
 
左
 
皆人のをしむ心に対しておのがまに〳〵散さくら哉とうたう人をよみ出られたるに深く落花を歎じたる勢
ひ言外に顕れて哀 もおかしくも侍るべし
 
九番
 
 
春山田
 
左
 
 
 
 
 
義弘
 
〽水せきてあらすきかへを蛙なく井手の山田のはる雨の頃
 
右勝
 
 
 
 
良金
 
〽賤の男が打かへしたる小山田に霞もしめも引はへて見ゆ
 
蛙なく井出の山田の春雨は哀ふかく見ゆ
めれど凡田にはすきかへしたる後にこそ水もせきいるゝものになん前
後取たがへたるやうに聞ゆる 例の たく る老のひが耳にや侍らん打かへしたる山田の原に引わたしたらんしめのかすみたる暮春の夕ぐれたゞならぬけしきさしてと思ひやられ りて尤勝にて侍るべし
 
拾番
 
 
河山吹
 
左持
 
 
 
 
直温
 
〽玉川の底のさゞれもみえぬまで咲みだれたる山吹の花
 
右
 
 
 
 
 
重剛
 
〽みよしのゝよしのゝ河の岩渕にちりてたゞよふ山吹花
 
よしの川のたぎり落る瀧つせにとゞまる
でもあらぬをかたへなる岩渕のよど る水にちりうかびて二ひら三ひ
らしば たゞよひたるをふとめとまりてわざとならぬさまをよくもよみ出られたり又玉川の清きさゞれも今
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は見えぬまで咲みだれたるけしき駒とめて猶みつかはん
 
 
と五條の三位の給ひしむかしの影さへ思ひやられて今さ
 
 
らのやうになつかしくうるはしき露の光さへそひぬ ば
 
 
幾たびも〳〵も吟じ へしてつひに秀逸 持とこ 申置
 
 
侍れ
 
拾壱番
 
暮春藤
 
左勝
 
 
 
 
輔兼
 
〽藤の花靡くすがたの恋しきは春の行方をおもふ也けり
 
右
 
 
 
 
 
隆吉
 
〽藤浪の花の盛りにとゞまらで暮行はるの惜しきけふ哉
 
 
むらさきの色ふかく咲出し藤のさかりなるけふしもつれ
 
 
なく暮行らん春は心うきわざ也と歎じられた もさるこ
 
 
となれど春の行へを思 につけて打しなへ るふぢの花
 
 
の姿をさへひたす 慕はれしは優にやさ き心ばへには
 
 
判者 心もこよなう靡き侍るべ
 
拾弐番
 
関路雞
 
左
 
 
 
 
 
方剛
 
〽逢坂のせき路を行はにはつどりいまや鳴んと告渡るなり
 
十六番歌結 
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右勝
 
 
 
 
長雄
 
〽あふ坂のゆふつげどりの鳴聲にほの〴〵しらむ関の杦村
 
左
 
何ばかりのふしもなきがうへに結句てにをは
たがひたればのがれがたき難と申べし
 
右
 
詞はおだやかに聞え侍れど意めづらしとも承り侍らず
左右ともおなじ八聲のしらべなれど左の難あるには
いさゝか勝りぬべしと申侍らん
 
拾三番
 
渡待舟
 
左持
 
 
 
 
義弘
 
〽立出て舟わたせをとよぶ聲に乗後れじといそぐ旅人
 
右
 
 
 
 
 
長雄
 
〽わたし舟はや漕かへれ待ほどに日は暮はてぬ雨はふりきぬ
 
此歌はいづくにもあれ渡せんとしける時舟の来るを待をるをいふべきに乗後れじといそぐ旅人のうへをよみ出られたる 入ほかとや申侍らん二句舟渡せをと在はよと
の誤ならんともゆるし侍れど題意のたがひたるはむか
しよりい き罪として誰 〳〵さたし申ことに侍り
 
右は言意叶ひ れど餘り だ〳〵しくいひ過て へ
て感をうしなへりと申てんこも二句早漕かへれとあるは
漕やかへるとゝなくて 聞えがたく左右ともおなじつみのがれがたしと申てん
 
拾四番
 
旅宿夢
 
左持
 
 
 
 
直温
 
〽古里の人にかたるとみし夢のさむればもとの草枕也
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右
 
 
 
 
 
隆吉
 
〽古里を出にし日より草枕むすぶ夢さへ露けかりけり
 
右ははる〴〵と遠き旅路をかけて立出し其日よりやがて草の枕なれば露けき夢を結びし也と端邉の情をのべられしに今より分暮ん野山のさまも見えでつもり行らん日数の程もかねてよりおしはかられぬべう聞ゆるは専ら調べのうへにあ て理を離れたるならん
 
左は夢のうち かへ 来て旅に在しこと共を故郷人にかたるとみし夢のは く覚てかへりみればやはりもとの草枕にぬることよとわ なき情を其侭に打出られたるは哀にも聞えてよき様なるべし
 
拾五番
 
海眺望
 
左勝
 
 
 
 
輔兼
 
〽海原の沖行舟のなかりせば雲のさかひを何にしらまし
 
右
 
 
 
 
 
重剛
 
〽久方の雲ゐにまがふ白浪をわけつゝかへる蜑のつり舟
 
左はちから餘り右はやすらか也いづれを勝 さだめいづれ 負とせん 未練の判者 ばらくたゆたひぬるに沖行ふねのりてはしるに 蜑のつりぶねや漕おくれたりと申侍りてん
 
拾六番
 
寄神祝
 
左
 
 
 
 
 
方剛
 
〽かばかりのゆたかなる世は天照す神と君とのみかげ也けり
 
右勝
 
 
 
 
良金
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〽動きなき底つ岩根の五十鈴川濁らぬ御代を神ぞもるらん
 
畏こくも我大八洲国を知しめし給ふ皇命の大凌威は天照ら
す日の大神の御光とひとしき大御蔭をうふる也けり
としたゝかに豊なる御代 たゝへ はうへなき祝ひと承り侍れどさるべき公の詔をうけて奉るべき歌ならんにはさはさて有なんおのがしゝよみ出る歌詠には思ひもかけぬことになんまた初五文字かばかりのと在ては是ばかりのといふことにてかり初めのといふにおなじことに当れりこはかくばかりとなくては理も聞え侍らず二句より末の調に思慮しがたくや侍らん
 
右は動きなきと諷ひあげしより神ぞもるらんといふまで滞る限なくしらべさはやかにして五十鈴川の濁らぬ水底なる玉座等の色も透 ほりたら 心ちしてとかく申も憚ぬべきわざにこそ
 
 地
 
〽動きなき底つ岩根の五十鈴川にごらぬ御代を神ぞ守らん
 
人
 
〽玉川の底のさゞれも見えぬまで咲みだれたる山吹の花
 
天
 
〽あし曳の遠山さくらゆふ日さす雲の色 はまがはざりけり
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平千胤（花押）
 
贏輸録
 
左
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
 
義弘
 
勝一持一負二
 
 
 
 
 
 
 
良金
 
勝四
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紀行文紹介
 
  
遠藤千胤旧蔵資料のなかには、原稿用箋や楮紙を仮綴にした紀行文が多く残されている。いくつか紀行文を翻刻紹
介しておく（以下、濁点、句点等を加え読みやすくした） 。
 
《翻刻①》
 
 
 
西山紀行
 
にし山のはなみんとて林重教をいざなひ烏丸にしきの亭をたちいづるは三月三日うま過るころ也。つとめてと思
ひしにせちのことなどにかゝづらひておそくなりたる也。雨すこ 降ければおのれは菅蓑をきいたくうちしをれて出たり。東寺のまへをへて六孫王の御社にまうで四塚をにしにをれて吉祥院なる天神 御社にまうでぬ。森のかたはらに鏡井といふあり。こは御左遷の御時御影をうつし給ひしところとなん。
 
 
〽千早振神の心もいかならん花の影すむかゞみゐの水
 
道のほとりなるあやしき賤が家にいりてひさご 酒のむ。ゑひ心になりてうたひつゝ行。桂川 で久世 はしをわ
西山紀行 
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たる。むかふよりうしの打つれて来たるをせばきはしのうへにかたよりてまちつるに危きことかぎりなし。
 
 
〽かつら川ながるゝ水ははやけれどおそきはうしのあゆみ也けり
 
橋守のあしをこひければ
 
 
〽のむさけにさのみはゑはぬわれなれどはしにもあしをとられける哉
 
久世の里をすぐるに雨風いや りにふりいや吹に
ふきおこりてあゆみがたく身もちるばかり也。
 
 
〽さくら花たづぬる身には吹風を久世のさとにもきつる也けり
 
やう〳〵をやみがたになりぬ に向日里につく。向日
明神にまうでぬさたいまつるに花のちりければ
 
 
〽天津日のむかひの神にいのるかな花吹ちらす雨 れよとぞ
 
 
〽雪とちる花を そ て降雨はみぞれに似たるものにぞ在ける
 
かくてまた長瀬川にかけたるうちはしをわたらんとしけるに橋守ぜにいだせといへどやがてかへりこん其時やらんといひ わけ行。
 
 
〽帰りにといふ空ごとをあとにして にいそげ はしのうへかな
 
長岡の天神の御社に うづ 神垣きよらかにみがけ 。池のほ り おりゐて例のひさご うでゝ打みやれば汀にさし出たる花 影にをしの残りて浮びたるけしき二 うけうあり。
 
 
〽長岡の池の汀に散花を雪と思ひて し 鳴らん
 
なほあかねば今ひとつ
 
 
〽さくら咲汀にうかぶをし鳥と共にあそばんいざくるゝまで
 
雨はれたればうしろの山まつに入日はなやかにさしわたりて木間の花あざやかにみゆめ 。とかくするうち日も
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暮がたになりければ
 
 
〽雉子鳴わがとも岡はちかけれど霞かくれに成にける哉
 
粟生墅の光明寺 まうづ。坊のまへにことによく咲たるさくらの有ければ重教
 
白妙に咲こそみつれ山桜となが
めけるに取あへず
 
雪と見へけん花やこのはなとはつゞきたるやいかゞあらん。たそがれになりてあゆむつぶて
うつわらはべに里の名をとへば井の内 さとゝいふ。
 
 
〽雨はれし春のゆふべにきてみれば蛙鳴也井のうちのさと
 
向日の里にもどり冨永屋といふはたごやにいりてゆふげなどたうべふしぬ。
 
四日
 
けふてけいとよし。朝とくおきてものなどくひいそぎ出たつところ〴〵の花にあくがれよしみねとこゝろ
ざす。小塩のさと十輪寺に入てみれば山のう に業平朝臣が るき跡なりとて卒塔婆めきたる物ひとつ立たるは何ともおぼへず。また しほの池といふもかすかに残れり。こゝより山をのぼる道いとけはし。岩かどにいこひつゝからうじて善峰寺に参る。御堂のさまきはめていみじく花もおほく在ておもしろし。
 
 
〽よしみねの花のさかりにけふく ばたゞ白雲のうちにぞ在ける
 
みねづたひに行ほどに南のかたは伏水のさと巨椋入江淀の川つらまで霞のひ 見わ され けしきいとよし。花薹といふところあり。むかし宇都宮頼綱入道蓮生法師
いひし人の住て終にみまかりし跡となん。墓のまへの
さくらの木のも に
 
尋ね来てむかしをとへば山ざとの花のしづくも涙也けり大納言為氏としるして札のたちた
るをみればい ゞ悲しさもまさりて涙にむせびぬ。
 
 
〽かた〴〵のむかしの人を思ひ出て しづく ぬるゝ袖哉
 
山ごもりの僧に道のあな など聞て出る 三鈷寺は堂ばか
り残りたるが軒端くちて板間あらは あれはてたるに
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うつりゆく世のさま見えてものすごきも中々あはれ也。ひねもすゆかのほとりにおほぞらをみるとずして過ぬ。薪おへる山がつのあとにつき 山路をこえて石臟にいたる 花のさかりいますこしはやけれどもさすが山寺のさびしさは都にかはりて どやかに住よかるべうおぼゆ。坂
本長峰を過て大原墅にまうづ。御社いと神さびてかの
物語にも雪たゞいさゝかうち散てとかきし御幸のさまなどおもひいづるがお し。
 
 
〽ちる花にふりしみゆきをしのぶらん小塩の山のうぐひすのこゑ
 
清和井清水をみて
 
 
〽大原のせかゐのしみづ澄ぬれどくむ人影は見えぬ也けり
 
花のてらはいかにと問へばまこと か なり いふ。いふにしたがひて行みる。西行上人の住給ひし庵はいづくとゝへば山蔭なるあれたるわらやなりといふ。冴野沼をみ
 
 
〽大原のさえ野のぬまはさえやらで花の雪ちる春の山風
 
たづさへしひさごもつきたり。何 かなものせん おもへど らになし。よ 簀かこひたる中に濃茶うるたうめひとりゐけるをみつけ しか〴〵のよしをたのめば坊のうちにいり こは ひ少 ば りもとめ来りてく ゝ。これにてうゑをしのぎ出たつ。大江坂 花はちりが にな てい しへの関路のおもかげみゆ。小畠の御陵にぬかづき葉室のさと 過、月読松尾の御社にまうで大井川にいたる。あら 山 花 此ごろの雨にうつろひしとみゆ。つどひたる都人川原にむれゐていとさわがし。大宮人 馬 くら き 逍遙しけるもあり。遠つ国よりのぼりたるわ ざむら ゑひしれて花などきりありくは心なき ざ也。とに うちつきてみん心 らひ うせぬれば青葉のころ郭公きゝにこんとい て哥 よまずたち
さりぬ。 太秦の花をみて夕つかたわがやどにかへりぬ。
かりそめなる一よのたびにいたくゝたびれてねんと ど
もわすれ さきにと灯火のもとにたどる〳〵かいつけ
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置ぬ。
 
平千胤
 
 
明治二年三月四日
 
〔補記〕明治二年三月三日、千胤は林重教と共に西山の花見に行く
。兼清正徳「桂園派歌人遠藤千胤」に「西山花見の記」とさ
れた紀行文である。前年の鳥羽・伏見の戦いのあととは思えぬ文章ではあるが、それでも文中に「遠つ国よりのぼりたるわかざむらひのゑひしれて花などきりありくは心なきわざ也」 言った表現もみられ、当時の情勢を伺い知ることができる点に注目したい。
 
《翻刻②》
 
 
 
南地記行
 
 
ことし四月一日より寧楽なる東大寺にて正倉ゐんをひらき
博覧会をまうけしよし聞てわが友田中教忠尾崎宍夫ふ
たりをいざなひみにものせんとて都をいづるは五月四日巳過るころ也。
 
竹田街道にて
 
〽道すがひ乗すがひつゝ行違ふちから車のしげき道哉
 
鳥羽にて
 
〽菜種さくとはだの原 みわたせば口なし色に立霞哉
 
みちのほとりなる田にたねまくをのこあり。かの権兵衛ならむと人々いふめり。
 
〽春田に種まくをのこ一度はおはすはあるべからすといふらん
 
向嶋より巨椋 入江をわたる。
 
〽おほくらの入江の芦のめもはるにかすむ浪まを漕わたる哉
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〽巨椋の入江の浪は霞みつゝ芦のしたねにかはづ鳴也
 
廣野新田にて
 
〽名もしらぬ鳥 囀り聞ながら春の旅路 おもしろき哉
 
久世のさとにて
 
〽山谷の久世の縣を来てみれば菜の花垣にかはづ鳴也
 
〽やましろ わたりの春つゞら筺にく て木芽積らん
 
久世の神社にまうず
 
〽神垣は幾世へぬらん鷺坂 小笹のみねにつゝじ 咲
 
長池にて
 
〽注連はへし苗代みづの浅ければ影 すみれ 花咲にけり
 
玉水のさとのほとりに玉井寺といふてらあり。寺の庭に玉水のあとゝて残りたるをおのれはやく来りし時みおきしとてほこりかにいひつゝ先だちてゐで〳〵とさがしもとむれどしれず。はては入ほかなる道にいでゝ時をうつ ぬ。足ず をして歎けどもせんかたなしと やみぬ。あとにて聞ば今は学校となりしとぞ。
 
〽蛙なく井手の中道なか〳〵にをしへがほ もまどひぬる哉
 
〽山城の井出の玉水汲んとてあらぬ道にも入てける哉
 
狛の渡にて
 
〽山しろのこま わたりは瓜もなしとなりかくなり はかはりつつ
 
正倉院博覧場
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〽藻しほ草かきあつめたるみたからにみるめもたゆく成にける哉
 
蘭麝待
 
〽年をへてつもりし塵もかをれるは空だきものゝ名にや立らん
 
春日神社奉納
 
旅亭当座
 
残花
 
〽いにしへのならの都の遅ざくらむかしの色はうつろひにけり
 
古寺松
 
〽松風の音もかすみて古寺 春 ゆふべはさび かりけり
 
社頭藤
 
〽春日山松にかゝれるふぢ波は神の心に靡く也けり
 
春日社内鹿薗をみて
 
〽法ふかく鹿の園生を千早振神垣ちかく どつくりけん
 
薬師寺仏足石
 
〽巌にもゑりし仏のあとをふみてまどへる人のおほくも有哉
 
法隆寺にて
 
〽級てるや片岡山の陰 き露にみのりの花や咲けん
 
夢殿にて
 
〽限りありて覚にしゆめの跡とへばたゞしら雲の薫る也けり
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立田川にて
 
〽紅葉の影まだ青き水の辺に立田川ともおもはざりけり
 
国分峠にて
 
〽白波のたつた 山を風まじり雨さへ降てこえにける哉
 
弓削里
 
〽にしの宮由義 歌垣あれしよ
り機織さとゝ成にける哉
 
淀川蒸気船
 
〽みしま江の玉江の水の濁れるはふねの煙の影になりける
 
山崎のあたりにて
 
〽昨日まで霞のおく 聳えにし生駒のたけに雲たちわたる
 
 
明治八年五月八日しるす
 
 
 
千胤
 
〔補記〕廃仏毀釈によって荒廃した奈良において、明治八（一八七五）年四月一日から六月一九日までの間、東大寺大仏殿及び回廊を会場として、東大寺や法隆寺、春日大社など有力な社寺や諸家が所蔵する什宝や書画のほか、商工業製品・名産品などが出品された第一次奈良博覧会が開催された。この時はじめて正倉院の御物 出陳されたこともあって 当時の交通事情の悪さにもかかわらず、約十七万人の入場者を数え盛況であったと う（当館にはこの時の博覧会の陳列目録である「奈良博覧会物品目録」を収蔵しており（
37TA/677） 、ウェブ上でも確認可能である） 。田中教忠・尾崎宍夫と共に奈良に遊んだ千胤であったが、
その時の詠には正倉院の香木「蘭麝待」や、帰路での淀川蒸気船が詠まれる ど興味深い。
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《翻刻③》
 
 
 
大堰川すゞみの記
 
あはれ此ごろのくるしき暑さにたへがたきをいづくにまれ行てしのがんとて例の友なる尾﨑宍夫をいざなひおほゐ川にすゞみせんとす。八月一日暁の空まだをぐらきにわ
が宿をいづる。さて今ひとり心あへる友をと須川信行
をおどろかしみるにいぎたなくねぶたきさまにてこは〳〵とおきいで「よくもものし給ひつるかなしばし待たまへ」とそう〴〵 くゆづけなどくひてやがてつれだちていで行けり。都をはなるゝ頃やう〳〵朝日は やかにさしのぼりまづ打みやりた 夏野 はらのけしきひろ〴〵とあ く茂りたるに壹点の露にしめりて咲かゝりたるいとすゞし。紙屋川をわた 木嶋杜のほとりにくれば水田の稲葉そよぎあへる中 水鶏 鳴くなどゆうにをかし。太秦寺のまへなる茶店にいこひぬればむつかしげなる梁 「孤月照寒泉」といふ句をかけたり。何人の筆 やと問にあるじだに らぬはいと口を 。帷子 辻 秋たちて尾花 袖 まねく ん 思へばいと つか きあたり也。さがにつきぬ。 る人のも にて舟の事などたのみ例の洗心亭にいる。薄茶などてんじて宍夫いは 「けふの哥よむべきたうの題ところがら似つかは からんを」 とすこし念じてつぶやきけるにおのれふと思ひいでゝ 「かの邵康節の詩に風来水面時 いふ句 か 」といへ それにせんと だめつ。舟人二人ばか あやしげ舟にふなよそひして来れり。いざ り給へとて此川にとりし鮎むなぎさ はいはんなど に こぶめ 人々も打のりてさしいだす むかふの しなる楓の木のいと広ごりたるし よせ つなげるほ 高嶺 りさ 吹おろすあらしに舟もかたぶくべうおぼえて さい ん たな のみにのみて酔 れたり。 舟ばた たゝきて 「桂櫂蘭槳」とずしつゝ千鳥が渕扇な し樫木がふちなどいふあたりをさか ぼれば世にも づかな 山川のところ〴〵の岩かどに釣人 おほく糸をたれ また梢には蝉 つく う鳴 きりて濱 鴬お ごえになり 残
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りたるいと興あり。五丈ばかりもあらん巌のうへにふとき松の木のいづらともなく立ならびかつらのはひまつはれるなどさながら唐の画にもうつし出た 心ちしていとめでたし。瀧のほとりにおりて忘草の咲たるを折かざしなどするもすべて心ゆくかぎりの遊び也けり。時うつれば舟をこぎかへし汀にあがりもとの亭にいりてわざとならずたとう紙のはしに哥などいさゝかゝいつく。
 
 
〽流れゆく水さへ清き山蔭の風のやどりはしる人ぞなき
 
日山のはにかたぶけば立出んとするに都より車 来れるにみなのりてたそがれ過るころかへりぬ。
 
千胤しるす
 
《翻刻④》
 
 
 
しらゝの濱づとをかへすの文
 
津のくに曽根嵜といふ里に住給ふ山内ぬし去年の十二月の
末つかた紀の国牟婁の温泉にいでたゝせ給ふことあり
けり。君はおほやけにつかへてつねにいとまなきを過しころよ と く病 わづらひ給ひけるがそをいやさむとておもひ立しなるべし。お れも共に そゝ かされしを大 たの世のこと はかゝづらはぬ身にしあなれどさすがに年の暮 いそがはしさにまぎれてえものせず成ぬ。其後曽根嵜 家をとぶらひ何くれとかたらふついでにかの時の日記なりとてとうでさせ給 を りもて来てひ
らきみるにかねてよりなつかしきところ〴〵の海山の
けしきをまのあたりに残る隈な うつし出られた 。つぎ
〳〵みもて行 などか思ひたゝざりけんと今更あしず
りをしてくゆれどかひなし されど有田の里 あべ橘のかぐはしき言の葉に心ひ れて もにあそびしにもをさ〳〵をとらざりけり。さるべき所あまたあるが中 つら〳
〵其道すがらのさまをはるかにおもひめぐらすにまづ
遠里小野の冬枯にさえわたる霜をわけて車をは ら 高師のうらのあだ浪に暮行 歎きもあへず紀の川の清き流れをくみて遠き水かみを思ひや 給ひ 何 朝臣の風調をしたひ給ふ心 らんかし 雄 山 初雪を
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みて旅の宿りの寒かりし寝覚をわび給ひ岩代のまつのかれにし跡にむすびし人を悲しび給ひしはいかなる袖かはぬれとほらざらん。白良の濱におりたちて拾ひし玉には藻
屑だにまじらざりけり。湯崎にいたりて海人の磯屋の
かり住ひにかへる浪をみて難波の故郷 こひたりしは妹がむすびしひも吹かへ とよみし俤にや似たりけん。御船山にのぼりてまつ風の音にものふりたる行幸の跡をたづ
ねられしは千代の古道をもおもひよせ給ふならん。田
辺の里のさごし鮓 妹が玉手 なつ しみ給ひしはほやの妻の飯鮓にもその味ひやまさりつらん。鉛山の五景に魂をうばゝれてかき流しつる水茎の跡 こゝにうかべる心ちし侍り。すべてみるものきくものにつけていひ出し給ふ言の葉こと〴〵く玉ならぬはあ ざりけり。わきていみじう覚ゆるはむろ 温泉の長歌也。神さぶるむろのいで湯はとあまた びうたひかへし調べかへすに橘 葉の名におふ霜 ふ ことをさへ思 いでられて其こゝろをゝしくそのすがたみや や にし いとめでたく めづらしくもよみ ふも かな。あは いまの世にもかゝる正雅の風韻あるはいにしへ 人 ちにもをさ〳〵はづべ
からずとひとりごちつゝ二たび三たび手をうちてさし
おきぬ。さて此巻をかへし ゐらせんとする 何 かこれがうはぶ あらまほしき心ちせられ侍ればいとみだりがまし わざながらかのうらにえられたる玉のちなみも ればかりに白良 浜づとゝ名づけ給 ゞいかゞあらんとひそかにおもひつゞけ侍りて光なき一言を いつく。
 
 
〽紀のうみのしらゝの濱のしら玉の世にめづらしきこゑたてつなり
 
 
 
かくいふものは平安の都に住る紫園のあるじ
 
平千胤
 
明治廿年といふとしの三月難波の宿りに りて るす。
 
〔補記〕山内芳秋については『芳秋遺稿』を参照されたい（
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/he04/he04_02319/） 。山内芳秋か
ら牟婁温泉に湯治に行くに誘われたが都合の悪かった千胤は、その
後その折の紀行を読む機会を得、この文章を書き一首を副え
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た。文中「わけていみじう覚ゆるはむろの温泉の長歌也」とあるが
、明治四一年に刊行された『芳秋遺稿』には長歌が収録され
ていない。ただし遺稿中「新宮にまかりける時」と端詞にある歌が
収録されている。こうした文のやりとりが、刊行を意識され
ずなされて るのである。
 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
千胤などの一歌人の活動を残された資料群から考え とき、歌会での詠草が重要なのはもちろんだが、その一方で
写本として残された多くの紀行文をみれば、文を書く営為も、その活動において重要であったことが判る。今般翻刻を控えたが、千胤旧蔵資料に存する大原紀行を記した「山路のかつら」などは、その字体からみて、一緒に旅をした小出粲が書き記 たものを千胤が写しとっている。また、今般翻刻した「しらゝの濱づとをかへすの文」でも、自分の書きためたものを見せ、そ に応える文を書き渡してい
る。たとえば次のような発言をみれば、千胤周辺の歌人た
ちにとって、文章（紀行）を書くことが重要なものであったことに改めて気づくだろう。
 （
3）
 
題詠の歌はすがたこと葉すぐれたるも、みるものきくものにつけて真心をうたひいでたるにはおよびがたきものなり。縁語秀句にすがりてつくりなすをたけきことゝおもふめるきはゝ、いふもさらなり、題をとればや て事物にふれたる時としこゝろもしらべもまことをむねとするさかひにいたれる人すらおのづから感情内に動きて歎声外にあらはれし歌のやうにはよみかなへが かるべし。
くちなし園のあるじくちをひらけばこのことをなんい
はれける。
 
文もまたかくぞ るべき。そも〳〵記行と いへば其所々の古事本説など のとほ 考證にちからを尽して めのまへなるうみやまのあ さまうつ 出んと 思はぬはものしり人のくせ り。 きかへてこの麻衣あら〳〵とはも せられた ど文のいきほひ歌 しらべものゝまことにたがはず題にてつく しとは死活のさかひきはやか
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なる実地のしるしをみせられたり。今の世の歌よみわれも人も題詠のくせにしみつきてやゝもすれば死物におちいるやまひのいやし難きをうれへおもへりしにこの日記はそのよきくすりともみゆるがうれしさにまきの末にかいつけたるそゞろごとうべなふ人はありやなしや
 
小出粲『梔園紀行文草』下（国立国会図書館蔵、明治三十六年刊
 
info:ndljp/pid/889067）に収まる伊東祐命の文章よ
り抜粋した。 今の世の歌よみたちに対し 「題詠のくせにしみつきてやゝもすれば死物におちいるやまひのいやし難き」とし、 「みるものきくものにつけて真心をうたひいでたる はおよびがたき」 ことを言い、 「文もまたかくぞあるべとする。紀行とは将に「みる きくものにつけて」記さ
れたものとして評価している。おそらく残された詠草だけ
ではなく、こうした紀行文も含め、当時の実態を把握してかかることが今後の研究において重要なのであろう。
 
 
おわりに
 
  
遠藤千胤という一歌人の旧蔵資料を瞥見して、三つの観点から資料を紹介した。従来「旧派」などとして括られて
きた歌人の研究もようやく端緒についたばかりである。残された資料 基づき、先入観なし 確認していくことが要であるし、決して一括りにできるものではないこと 確かなことだ。今般の資料紹介が少しでも役にたつのだとしたら幸いである。
 
 〔注〕
 
（
1）目録には次のように記載されている。
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遠藤千胤旧蔵邦光社関係資料
 
一括
 
邦光社歌会第一～四集校正本・配布証印記冊七冊、邦光社社員仮名簿等名簿四冊、邦光社歌会写本三冊、明治二十三年邦光社 三回報告、菊下葉集歌人名簿、邦光社大阪部規約・同補助人名書・同事務所処務条例、 「西山紀行」 「菊の詞」 「阿之婢考」等千胤写本・草稿類十五編、 【書状】土方久元一通・高崎正風一通・渡忠秋二通・黒田清綱十二通等
 
計約五十点
 
（
2）架蔵本により『菊廼下葉』について簡略に書誌事項を記す。
 
 
外題「幾久能志太播
 
全」 、見返し「明治十九年五月／菊廼下葉／向陽社蔵版〔向陽社記〕 」 、三條実美題字
（明治十九年五月） 二丁、 漢文序 （明治十九年五月主殿権助正五位勲五等宇田淵撰／正七位勲五等西尾為忠書）二丁、菊の下葉序（明治十まり九とせといふとしの四月
 
近藤芳介しるす）四丁半、ウラ白半丁、本文（春附
属新年九丁／夏七丁／秋十丁半／ウラ白半丁／冬八丁半／ウラ白半丁／雑十丁半／ウラ白半丁 跋文 （明治十九年四月
 
小出粲しるす）一丁半／刊記（明治十九年五月廿八日出版御届同年七月二日刻成／編輯人東京府士
族京都府下上京区廿四組三本木町六番戸寄留小出粲／出版人京都府平民上京区三十組八幡町 番戸北村四郎兵衛）半丁
 
以下、参考までに①近藤芳介序文と②小出粲跋文とを示しておく。
 
①菊の下葉序
 
これの向陽社の歌会は。京都華族のかた〴〵を限りたる会な けり。そも〳〵こ 会のおこれるはじめ。また此集のなれるゆゑよしはいかにといふに。 のはじめ。いまだ世の中おだやかならざりしほど。人皆ますらをさびて。万 風流わざはさらにもいはず。皇国風 むねとあ 。歌学びをさへ。めゝ きも におもひなし
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て。かりそめにも。かながきの書は。手にだにふれぬばかりの。ありさまなりしを。かけまくもかしこき。天皇の大御こゝろに。いたく げかせ給ひて。いにし明治の十一年ばかり。京都華族のかた〴〵に。歌学びせよと。うち〳〵のおほせごとありて。そ 会費に充つべき。こがねそこ くをさき賜りて。山本実政卿に。その事を擔はしめ給ひ。かつ宇田淵君にも 賛けなすべくおほせおきてさせ給ひけ 実政卿か こまりて。村山松根。拝郷蓮茵 両翁を教師 えらび。はじめて此会を ひらかれたるになむ。しかるに実政卿は。召されて東京へ登らるゝにより 宇田君もは 掌らるゝ事とはな
りにたり。また村山翁は。なき人のかずにいり。拝
卿師は。八十に近きよはひなる もて。いなみてしぞ れぬ。そのゝち教師には。御歌掛小出粲君をも 宮内省よりさし遣はされ。 たおほけなけれど おのれをも しり つらならしめ給へりけり また月次会の外に。研究会をも開かれて 此会には 三条西乗禅。大橋長憙。植松有経 尾﨑宍夫。遠藤千胤など。此道にあつき人々をも。つらならしめ給ひ。すべて桂宮にてなむ行はれける。それよりこの た をりにふれて 高崎正風君をはじめ。侍従のかた〴〵もて しば〴〵せち せめさせたまひ あるは臨時 も題賜 て。歌奉らしめたまひなど 菅の根の いとねもごろなる。大御こゝろし のほど あ かしこ。 ほざりに おもひ過すべきわざならめやはと 会員の人々。おのも〳〵 つとめはげまるゝま に やゝ しる も あらはるゝばかりなるは。此道にとりて。こよなきよろこび こそ く 年月をふ 〳〵 濵 真砂の かずおほくつもりぬるが中に。あはれ おもふし べ をか と見ゆる言の葉をつ 出 すり巻となして。廣く世の風流士たちにもしめし ば。 がてふかき大御お むけの。かたじ なさ うか 知りて おのづから。この道の助けと 。なり むかし 宇田君こ びお おこし 小出君 あと へて えらばめられたるなりけり。さてこの稿を。おのれ しめされたるを つら〳〵見侍りける 玉の中 。石もまじ
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れるこゝちせられて。芳介等がえせ歌をさへ。載られたるに。小出君。みづからのをのせられぬこそ。いとほいなきわざなりけれ。いにしへより。勅撰集はさらにもいはず。近き世これかれえ び出せる。わたくしの歌集。皆撰者の歌をも載た ば などかははゞかることのあるべきと 宇田君には り。小出君にこひて。十首ばかりを。書加へて返し侍りぬ。かくてこの集を。菊の下葉としも。名づけられたるは。上にいへるゆゑよしどもを。ほのかに匂はせたるな むかし。
 
 
 
しら菊の花のうてなの露ちりて下葉も千代の香にゝほひつゝ
 
 
 
明治十まり九とせといふ年の四月
 
 
 
近藤芳介しるす
 
②ひと日宇田君の京都華族のうた とにつきてなにくれとものがたりのついで かつらの宮のうた会の詠草のうつし一巻をとうでたればとしごろ よなきおほみめぐみ ひと〴〵のいたつき の もれるものなりかくてうちおかんもはえなきこゝちするをおなじうはさるべきがすりをだにかずぬきてよ いはるゝ おほひなきことゝは もふ のから宇田君 よろづにおもひめぐらさるゝこゝろざしのせちなるにえ なびがたうてより〳〵かい出 るがかく一巻とはなれる也けりも より世にもていづべきものにもあらずたゞこゝろのひくかたにいさゝかぬきいでゝ宇田君はじめ人々のあげつら をもきゝ おのがまなび たすけにも おもひてものしつる也けりさるをこたび清書してといわ ゝにいかゞはせん近藤大人にもはかりていかにぞやといはるゝふじ〳〵はたゞしつれど猶あやまりどもの
おほからんはより〳〵人々のたゞしたまはんことをね
がふになんかつ巻中人々のうた数おほ すくなきひとしからぬは巧拙 よれるにあ ずもと うた数 多少にしたがへる也すべては近藤大人のはしが につくされたればふたゝびい ず
 
 
 
明治十九年四月
 
小出粲しるす
 
 － 238 －
（
3）紀行文などを確認するに、仮名遣などを後から見せ消ちで修正していることが多い。これは『明治天皇紀』第
四・明治十二年十一月十日条に「彼等をして旧来の家伝・秘事を廃し、風調正しく語格・仮名遣等に熟達せる師に就きて修業せしむべきこと」とあったことからも重要視していたのであろう。
 
  ※本稿で翻刻した遠藤千胤旧蔵資料は、当館古典籍共同研究事業センターで実施している館内勉強会での成果の一部
である。掲載にあたり翻字データの提供をうけたことを附記しておく。提供していただいた阿部由貴子・荒川美帆・内田真紀子・小宮山史・神亜紀子・丹治麻里子・平野圭子・布施紀子・前田真弓の諸氏に感謝申し上げる。
 
※本稿は
JSPS科研費
15K02285の助成を受けたものである。
 
  
Reseach notes on the manuscripts of waka poetics previously 
in the possession of Endō Chitane 
YAMAMOTO, KAZUAKI 
We have presented, in the volume 42 of this bulletin, the report on 
manuscripts of waka poetics formerly owned by Endō Chitane in the early 
Meiji Era. In this article, we will present a report of manuscripts of waka 
poetics  and discussion on the following three points which we did not 
mention in the previous report; ① Kōyō-kai related manuscripts  ② 
Chitane-hyō-uta-awase (Waka matches evaluated by Chitane) ③ 
Chitane-Jihitsu-Kikō-bun (travel journals including waka poems written 
by Chitane). 
In particular in the part ① , we summarized the circumstances 
concerning the establishment of a waka meeting / a research meeting (Kōyō 
society) which were founded because Meiji emperor encouraged the nobility 
of Kyoto to learn and practice Waka poems. In the part ②, we introduce 
the manuscript  that can catch a glimpse on the part of the guidance of 
waka poems composition by Endō Chitane who inherited the tradition of 
Keien-ha (the Kei-en branch). The part ③ serves as a specific example of 
how Waka poets practiced Japanese writings, such as the travel during a 
turmoil in the early Meiji era and when visiting the exhibition of Shōsō-in 
Treasures held in 1875. Since manuscripts of waka poetics in the early Meiji 
period have not been fully introduced, this article is a report laying 
foundations for further research. 
